
11月に入り、全国的に新型コロナウィルスの感染者数が再度、
増加し、且つ、インフルエンザに関する報道も増えてきており、
油断が出来ない状況となっています。

以前、二度目の緊急事態宣言発令に伴い、対象地域の
企業には「出勤者数の７割削減」の協力要請が出され、急に
テレワーク環境の用意に戸惑ったり、仕事がやりづらくなると
感じた方も多いのではないでしょうか。

テレワーク環境の導入に重要な環境づくりや、テレワークの効率
を上げるためのポイントは以下の通りです。

急な「テレワーク」でも
素早く・柔軟に対応する
コミュニケーションツールとは？

11月に入り、新型コロナウイルス感染の拡大、インフルエンザの流行が
懸念されており、急に在宅勤務を行う環境を用意しなければならない
可能性が潜んでいます。この記事では、「急なテレワークでも素早く・
柔軟に対応できるコミュニケーションツール」をご紹介します。

急なテレワーク環境の構築に備え、企業側
が行うべき環境作りとは？

簡単ではありますが、「Sharewind」の紹介は以上となります。
細かい仕様をご覧になりたい方は、以下のWebサイトをご参照
ください。また、Sharewindは無料版もご用意しております。
この機会に是非、無料版をご体験ください！

弊社が提供するWebコミュニケーションサービス_Sharewind
は、ツールの三大要素「Web会議システム、ビジネスチャット、
グループウェア」の全てを有し、誰でもお手軽にはじめられます。
この機会に「Sharewind」のご利用をご検討ください。

https://www.iwatsu.co.jp/sharewind/

Sharewindの詳細など詳しくは
今すぐWebでチェック！

お客様のお悩み解決をサポートするツールをご紹介
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テレワーク環境の構築に必要なもの
❶ コミュニケーションツールの整備
❷ 気軽にコミュニケーションが取れる環境面の整備
❸ 操作性・セキュリティなどのソフト面の整備

企業側は、テレワーク環境であっても社員同士の円滑なコミュ
ニケーションが取れるツールを導入することが重要です。

また、Web会議システムなどのコミュニケーションツールを整備
すると同時に、「コミュニケーション不足の予防」「職場メンバー
の働きぶりの可視化」といった課題に対し、業務連絡や進捗
状況を気軽に確認できるツールを用意する必要があります。

更に、ツールの導入に向けて、操作しやすいツールの選定や、
情報共有する際のセキュリティ面を考慮するなど、ソフト面での
対応も行う必要があります。

そうした多種多様な課題に対し、柔軟に対応できる最適な
ツールがあります。それが「Sharewind」です。

Sharewindは、メール・チャット・ビデオ通話など、それぞれの
コミュニケーション方法に合わせて必要な機能が備わっており、
1対1の会話、グループでのやり取りのどちらにも適しています。
どの機能も簡単に利用ができ、急なテレワーク環境を構築する
際も素早く・柔軟に対応できます。

テレワークに最適！選ぶならSharewind

大人数でのプロジェクト管理も可能！
ビジネスシーンに最適な「プロフェッショナルプラン」

Sharewindには、フリープラン、スタンダートプラン以外に
ビジネスシーンに最適なプロフェッショナルプランもご用意
しております。コミュニケーションを阻害しない品質の高さと、
業務の円滑な遂行をサポートする豊富な機能を備えて
いるので、導入を検討する企業側、利用する社員側の
両者にとってメリットがあり、テレワークの推進をサポート
します。
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